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カメラビュー”の権限がないユーザーがログインすると、該当
カメラの映像が監視画面に表示されず、再生時にも該当カ
メラの映像が再生されません。“隠し1”と“隠し2”の違いは、 

“隠し1”に設定した場合映像は表示されませんが、各種
OSDは表示され、“隠し2”に設定した場合はカメラが接続さ
れていないように、映像だけでなく各種OSDも表示されませ
ん。

“タイプ”を選択すると、カメラが対応するタイプの値を 自
動、SD、HD-TVI、AHD の中で一つを選択することもでき
ます。

“モード”を選択すると、カメラが対応する横解像度の値を
720、960、HD、 Full HD、3MP、4MP、5MPまたは自動
の中で一つを選択することもできます。自動を選択すると、カ
メラが対応する横解像度の値をDVRが自動で感知します。

PTZ

“モデル”を選択すると、PTZカメラのタイプを選択しIDを
選択すると、該当カメラをPTZモードで操作することができ
ます。

“モード”を選択すると、なしあるいはUTCを選択することも
できます。
UTC（＝CoC／Control over Coax）は、 対応しているア
ナログHDカメラだけ使用できます。

�¦ UTCのモデル選択方法�§

	- ACP：遠隔から、PF-CA4040、CA4031、CA4041、 
CA4032のZOOM/FOCUS操作、カメラメニュー操作
をする場合

	- JSS-D：その他の当社アナログHDカメラのPTZ等を操
作する場合

当社カメラ以外の場合、CoC機能が正常に動作
しないことがあります。

保存する際に“最大プリセット”を選択するとカメラが対応す
るプリセットの数を設定することができます。

カメラが対応する最大プリセットの数を確認してく
ださい。設定されている最大プリセットの数が、カメ
ラが対応するプリセットの数を超える場合、超過し
たプリセットに移動時カメラが誤作動することがあ
ります。

保存する際にID値が別のPTZのID値と重複するならば、
アラームメッセージが表示されます。ID値が重複しないよう
にもう一度設定し直してください。
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プライバシーマスキング

“プライバシーマスキング”を選択するとライブや録画画面
に適用するプライバシーマスキングを設定することができま
す（最大4つ）。

“番号”を選択すると、カメラ番号を表示したり、非表示にし
たりすることができます。

“プライバシーゾーン”をクリックすると、当該チャンネルのラ
イブ画面が全画面表示され、マウスでドラッグすることでプ
ライバシーゾーンを設定することができます。

“削除”は選択されたプライバシーマスキ
ングエリアを削除します。“全て削除”は全
てのプライバシーマスキングエリアを削除
します。“保存”を選択すると変更事項を保
存し、プライバシーマスキングエリア設定ウ
ィンドウを終了します。“キャンセル”を選択
すると、変更事項を保存せずにプライバシ
ーマスキングエリア設定ウィンドウを終了し
ます。
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DVRの動作はビデオを録画して再生することが主要機能
です。しかし、ビデオを録画して再生することの他に、もっと
いろいろな機能を提供します。時間別、曜日別に録画スケ
ジュールを設定することができ、多様な方法で録画されたデ
ータを検索できます。また、遠隔制御、遠隔監視、録画され
た映像を再生しながら同時に現在の映像を録画するなど
のような付加的な機能を提供します。マウスの使用方法な
どについては、“第3章 – システム設定 – メニューの使用
方法“に説明されています。

電源を入れる
“第2章–設置”の説明の通りDVRを設置すれば、記録す
る準備は完了です。装置に電源をつなげばシステムがブー
トします。

リアルタイム監視
DVRが初期化過程を完了すると、直ちに接続されているモ
ニタとスピーカによって監視画面が表示され、オーディオが
聞こえます。工場出荷時の基本モードは、全てのカメラを一
画面に表示するようになっています。カメラ画像をマウスで
選択すると、該当カメラの映像を全画面に表示します。
リアルタイム監視メニューは、マウスのポインターを画面の右
側に置くと表示できます。

1 ログイン/ログアウト 8 自動切替

2 モニタ 9 フリーズ

3 ディスプレー 0 緊急録画

4 前画面グループ ! アラーム

5 次画面グループ @ 状態

6 検索 # 設定

7 カメラメニュー $ ステータス情報ウィンドウ

リアルタイム監視メニューはマウスポインタを画面
の右側に置いて表示させることもできます。

リアルタイム監視メニュー
1ログイン/ログアウト
リアルタイム監視メニューで （ログイン）又は （ログアウ
ト）を選択時、ログイン又はログアウト窓を呼びます。

2モニタ
（モニタ）を選択するたびに、プライマリモニタ（ ）、スポット

（外部）モニタ（ ）を選択します。選択したモニタの画面分
割と切換監視を設定することができます。

3 ディスプレー

•	全画面	: リアルタイム監視メニューで （ディスプレー） → 
（全画面）を選択してからご希望のカメラチャンネルを選

択するとリモコンの該当カメラ番号ボタンを押す時やマウ
スで特定のカメラ画面をクリックする時と同じく、該当する
カメラ画面が全画面に切り替わります。全画面のどこかを
もう一度クリックすると、全画面になる直前の分割画面に
切り替わります。
•	2×2	 : リアルタイム監視メニューで  （ディスプレー）を
選択すると 2×2 画面に切り替わります。
•	カメラのOSD、状態のOSD	: リアルタイム監視メニュー
で （ディスプレー）→“カメラのOSD”を選択するとカメラ
関連OSD（画面上に文字表示）機能を、“状態のOSD”を
選択するとシステム状態関連OSD機能を活性化、または
非活性化させます。

4 前画面グループ、5 次画面グループ
リアルタイム監視メニューで （前画面グループ）、

（次画面グループ）を選択すると、現在の画面の前/次
の画面グループに移動し、ページ番号が画面に表示されま
す。

6 検索

•	全てのカメラ	: リアルタイム監視メニューで （検索）を
選択すると検索モードに入ります。

7 カメラメニュー

•	PTZ : リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー）→ 
“PTZ”を選択するとPTZコントロール機能を実行することがで
きます。詳しい内容は下記の“PTZ制御”部分を参照してくださ
い。

第4章－運用
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•	拡大 :リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー）→“拡大”
を選択すると映像を拡大することができます。詳しい内容は下
記の“拡大機能”部分を参照してください。

•	オーディオ :リアルタイム監視メニューで （カメラメ
ニュー）→“オーディオ”を選択するとオーディオ出力を
On/Off  にできます。
•	色調整 : リアルタイム監視メニューで （カメラメ
ニュー）→“色調整”を選択してからご希望のカメラチャン
ネルを選択すると色調整画面が表示されます。ここでは
各カメラの明るさ、コントラスト、色の濃さ、色あいを調整
することができます。

ここで変更した色調整のとおりの映像が監視され
るだけでなく録画されます。

•	映像位置調整	: 映像の位置を左右に微調整することが
できます。
•	メニューコントロール :リアルタイム監視メニューで

（カメラメニュー）→“メニューコントロール”を選択してか
らご希望のカメラチャンネルを選択すると該当カメラが対
応するメニューコントロール画面が表示されます。本機能
は該当カメラがCoC機能に対応する場合のみ動作しま
す。
•	グループ編集 :リアルタイム監視メニューで （カメ
ラメニュー）→“グループ編集”で画面のグループ編集モ
ードがスタートします。詳しい内容は下記の“画面グルー
プ編集機能”部分を参照してください。
•	情報 :リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー
→“情報”を選択すると、現在接続されているカメラ情報
と記録状態を表示します。

カメラメニューは各カメラの画面でマウスを右クリッ
クして呼び出すこともできます。

	・	設定 : 設定メニューに入ります。

8 自動切替
リアルタイム監視メニューで （自動切替）を選択すると
自動切替がスタートします。自動切替をストップさせたい場
合は、もう一度 を選択してください。システム設定 – ディス
プレー設定で“自動切替”を選択し活性化していると、画面
左下に が表示されます。

9 フリーズ
リアルタイム監視メニューで （フリーズ）を選択すると、
画面が停止されます。システム設定–ディスプレー設定で

“フリーズ ”を選択し活性化していると、画面左下に が
表示されます。画面停止状態から、また を選択すれば画

面停止状態が解除されます。

0 緊急録画

リアルタイム監視メニューで （緊急録画）を選択時、
緊急録画機能を使用/解除します。

! アラーム
リアルタイム監視メニューでアラーム作動中に （アラー
ム）を選択すると内部ブザーを含むDVRの出力をリセットし
ます。

@ 状態
リアルタイム監視メニューで （状態）を選択するとシステ
ムイベント及び保存スペースの状態が確認できます。詳し
い内容は下記の“状態監視”部分を参照してください。

“状態”メニューの選択は、“システム検査”の権限
を持ったユーザーでログインした時だけ、可能にな
ります。

# 設定
リアルタイム監視メニューで （設定）を選択すると設定メ
ニューに入ります。

ステータス情報ウィンドウ
遠隔プログラムでDVRに接続した場合、このアイコンが
表示されます。

双方向オーディオにつながっている場合、このアイコンが
表示されます。

映像拡大機能を使用する場合、このアイコンが表示さ
れます。

フリーズ機能を使用する場合、このアイコンが表示され
ます。

自動切替機能を使用する場合、このアイコンが表示さ
れます。

HDD録画状態を表示します。上書の場合、このアイコ
ンが表示されます。上書を使用しない場合、残っている
HDDの容量が%で表示されます。

画面グループ編集機能
画面グループ編集モードは、監視画面（分割画面）や自分
の望む配置でカメラ映像を見ることができるように設定す
る機能です。
PIP、4画面でリアルタイム監視メニューで （カメラメニュ
ー） “グループ編集”を押すと、画面グループ編集モードが
スタートします。画面上に黄色い枠線が現れます。枠線は
マウスを利用して、カメラ画面を選択でき、押したカメラ画面
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が表示されます。もし、ボタンを押したカメラがその画面で表
示していない画面ならば、選択された位置は、ボタンを押し
たカメラ映像が表示されます。このような方法によって各画
面に望みのカメラ番号を配置することができます。画面グル
ープ編集モードは、操作のない場合約15秒で終了します。

拡大機能
拡大機能は、リアルタイム監視モードでのみ作動します。シ
ステム構成 – ディスプレー設定で“拡大”を選択・設定する
と、拡大モードで アイコンが表示されます。

映像を拡大することができます。マウスを右クリックし、方向
を変更するにはドラッグし、マウスを左クリックしてホイールを
使用して、より正確にズームイン/アウトします。

拡大機能の応比率はカメラモードによります。

PTZ制御
監視モードでカメラを右クリックすると表示されるコンテキス
トメニューからPTZを押すと、PTZモードになります。
その場合、該当カメラのOSD画面に アイコンが点滅し
ます。現在の監視画面上にPTZカメラがない場合には、そ
れを知らせるメッセージ画面が表示されます。

PTZカメラを操作するためには、“PTZ制御”の権
限を持ったユーザーでログインしてください。

＜プリセット設定＞
PTZモードで ボタンを押すと、“プリセット設定”設定画面
が表示され、現在位置を望みのプリセット番号に保存する
ことができます。

＜プリセット移動＞
PTZモードで ボタンを押して“プリセット移動”設定画面が
表示されたらプリセット番号を選択し、その番号に保存され
た位置にPTZカメラをすぐ移動させることができます。

PTZモードから調整したいカメラを選択した後、マウスポイ
ンタを画面の右側に位置させると、表示されるメニューから
PTZ高機能メニューが表示されます。
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速度、自動巡回などのPTZカメラが支
援する機能を使用できます。

• マウスを用いて上/下/左/右の移動速度を制御
することができます。PTZモードでマウスの左ボタ
ンを押したままでご希望の方向に移動してから回
転速度を選択します。

•  PTZカメラが支援しない機能は選択できません。

PTZモードでマウスを用いて簡単にPTZカメラを操作する
ことができます。該当カメラのスクリーンでマウスの左ボタ
ンを押したままでカメラを任意の方向に移動させ、マウスの
ホイールを動かして映像の大きさを調整することができま
す。PTZモードでマウスのカーソルを画面の下に位置させ
れば下図のようなPTZ制御ボックスが表示されます。

PTZ制御ボックスの をクリックするとPTZ制御ボックスが
消えます。アイコンの下をクリックしてからドラッグ＆ドロップし
てボックスの位置を変更できます。矢印アイコンをクリックし
てPTZカメラを上/下/左/右など8方向に移動させることが
できます。各アイコンの機能は下記の通りです。

拡大/縮小
近距離/遠距離焦点調整
しぼり開/閉
プリセット設定/移動

PTZ高機能

イベントモニタリング機能
システム設定 – ディスプレー設定で“イベントモニタリング”
が選択されていたら、イベントが発生した場合はイベントが
連動録画されるカメラの画面だけ表示する状態に自動的
に切り替わります。
イベントモニタリングはイベント録画時間の分割表示にさ
れ、続いて新しいイベントが発生しなければ、イベントモニタ
リング画面に転換する前の画面に戻ります。

隠しカメラ機能
カメラ設定で特定カメラを“隠し1”に設定すると、ユーザー
がログインしていないか、“隠しカメラビュー”権限のないユー
ザーでログインした場合、監視画面で該当カメラの映像は
表示されなくなります。しかし、該当カメラのタイトルと現在
の状態を示すアイコンは正常に表示されます。
カメラ設定で特定カメラを“隠し2”に設定すると、ユーザー
がログインしていないか、“隠しカメラビュー”権限のないユー
ザーでログインした場合、該当カメラがoff 設定のように表示
されます。すなわち、カメラ映像はもちろん表示されず、カメ
ラタイトルはグレーになり、各種の状態アイコンも表示され
なくなります。

“隠しカメラビュー”権限を持ったユーザーがログインした場合
には、カメラが“隠し1”か“隠し2”に設定されていても隠し機能
が適用されず、映像だけでなく状態アイコンも表示されます。

状態監視
リアルタイム監視メニューまたは検索メニューで （状態）
を選択するとシステムイベント及び保存スペースの状態が
確認できます。

現在のいろいろなイベントの状態を調べることができます。
イベントが発生したところは目立つように表示されます。イ
ベントが発生してから5秒間点滅するので瞬間のイベントも
簡単に把握できます。
アラーム入力の設定で、設定した通りにアラーム入力イベ
ントが発生した場合、該当 “アラーム入力”チャンネルが
黄色で強調されます。そして “モーション”、 “映像信号
なし”項目は、それぞれイベント – モーション設定、映像信
号なし設定で設定した通りにイベントが発生した場合、該
当チャンネルや項目が黄色で強調されます。また、“アラ
ーム入力エラー”、“録画エラー”項目は、システム – モニタ
リング設定によってイベント状態が表示されます。“緊急録
画”項目は緊急録画を行っているとイベント状態が表示さ
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れます。“ディスクフル警告”項目と“ディスクフル”項目は“上
書”モードに設定されていない場合、システム – モニタリン
グ設定で指定したディスクの割り合いになった場合、或は
100%フルになった場合に発生するイベントです。“保存デ
バイスなし”はDVRの最初起動時、録画用の保存装置に
接続されていない場合発生するイベントです。“ディスク構
成変更”はハードディスクの入れ替わりの後、システムを再
起動する場合発生するイベントです。

“ファンエラー”はクーリングファンの回転数が一定のレベ
ルに達しなかったり、約50秒以上作動しない場合発生する
イベントです。

“イベント状態”設定画面で“HDD”タブを選択して現在の
HDDの状態を調べることができます。

“ディスクエラー”項目には使用されたことのないディスク
の場合は“初期化されていません”と、正常に使用されてい
るディスクの場合は“良好”と表示されます。“良好”と表示さ
れてもHDDの一部が使用できない場合、その比率が“%”
で一緒に表示されます。この比率がユーザーの指定した比
率より高い場合は“エラー”として表示され、システムイベント
が発生します。

“温度”項目には、温度を読み取れないディスクの場
合“N/A”と、温度を読み取って正常な場合は“良好”と表示
され、温度が一緒に表示されます。この温度がユーザーの
定めた温度以上の場合は“不良”と表示され、システムイベ
ントが発生します。

“S.M.A.R.T.”項目には、S.M.A.R.T.機能をサポートしな
いディスクの場合は“N/A”と、S.M.A.R.T.状態に異常があ
って24時間以内にディスクが使用できなくなる可能性のあ
る場合は“不良”と、正常な場合は“良好”と表示されます。

“不良”の場合はシステムイベントが発生します。

映像録画
“第2章–設置”部分で説明した通り、DVRを設置すると録

画ができます。
いつ録画するかについての設定は、“第3章–システム設
定–録画スケジュール設定”部分で説明されています。また、
プリイベント機能を利用する場合は、“第3章–システム設
定–プリイベント設定”部分を参照してください。録画モード
の設定については、“第3章–システム設定–録画設定”部
分に詳しく説明されています。ここでは幾つかの設定につ
いて簡略に説明します。
ハードディスクが一杯になった場合、中止するか上書きする
ことができます。初期設定は“上書”に設定されており、最も
古い録画から上書きします。“上書”を解除するとディスクが
一杯になった場合録画が中止されます。

緊急録画機能
リアルタイム監視メニューで （緊急録画）を選択すると、
活性化した全てのカメラで緊急録画が行われます。その場
合、画面の各カメラ画面には感嘆符の形の  アイコンが
表示されます。この緊急録画は、ユーザーが設定した録画
スケジュールに関係なく実行されます。
緊急録画状態では、システム設定–録画設定で緊急録画
のために設定されたipsと画質で録画がおこなわれます。
緊急録画状態でもう一度 （緊急録画）を選択すると、緊
急録画モードは解除されます。システム設定–録画設定で“
緊急録画期間”が設定されている場合、設定された時間の
通り緊急録画後自動に緊急録画モードが解除されます。

HDDが“上書”に設定されていない状態ながら、
100％フルになってしまった場合は緊急録画が行
われません。

オーディオ録音
システム設定 – 録画設定でDVRのオーディオ録音が設
定されていれば、その設定の通りビデオが録画される時に
オーディオも録音されます。

オーディオを録音する場合には、全ての関連法規
と条例を確認してください。

保存映像の再生
保存映像を再生するためには、“検索”の権限を持ったユー
ザーでログインしてください。本DVRは全チャンネル再生を
サポートします。



第4章－運用

43

“全てのカメラ”を選択すると全チャンネルを再生します。
全てのカメラ再生モードでも画面グループ編集設定が保た
れ、監視画面と同じく設定することもできます。ただし、PIP
モードはサポートしておりません。

“隠し”として設定されたカメラの場合、隠し機能が
再生モードでも同様に適用されます。

再生モードでマウスを使用するとより便利に操作できます。
マウスポインタを再生画面に置くと、次のような録画テーブ
ル検索画面（単純表示）が表示されます。

前の映像に移動 高速再生

再生/一時停止 高速逆再生

次の映像に移動

映像検索
検索メニューはマウスのポインターを画面の右側に置いて
表示させることもできます。リアルタイム監視モードで検索
モードアイコンを選択し、全チャンネルモードを選択して実行
することができます。

1 ブックマーク 8 検索

2 ディスプレー 9 緊急録画

3 前画面グループ 0 アラーム

4 次画面グループ ! 保存

5 監視 @ 状態

6 移動 # データベース

7 カメラメニュー

検索メニューはマウスポインタを画面の右側に置
いて表示させることもできます。

検索メニュー
1 ブックマーク
検索メニューで （ブックマーク）を選択して現在再生時点
をブックマークに追加します。詳しい内容は“ブックマーク”
部分を参照してください。

2 ディスプレー

•	全画面	: 検索メニューで （ディスプレー）→ （全画面）
を選択してからご希望のカメラチャンネルを選択すると全
面パネルの該当カメラ番号ボタンを押す時やマウスで特
定のカメラ画面をクリックする時と同じく、該当するカメラ
画面が全画面に切り替わります。全画面のどこかをもう
一度クリックすると、全画面になる直前の分割画面に切
り替わります。
•	カメラのOSD、状態のOSD	: 検索メニューで （ディ
スプレー）“カメラのOSD”を選択するとカメラ関連OSD（
画面上に文字表示）機能を、“状態のOSD”を選択する
とシステム状態関連OSD機能を活性化、または非活性
化させます。

3 前画面グループ、4 次画面グループ
検索メニューで （前グループ）、（次グループ）を選択す
ると、 （左右の矢印ボタン）を押す時と同じく現在の画
面の前/次の画面グループに移動し、ページ番号が画面に
表示されます。

5 監視
検索メニューで （監視）を選択すると、検索モードから抜け
出してリアルタイム監視モードに戻ります。

6 移動

•	最初へ	: 検索メニューで （移動）“最初へ”を選択すると、
録画された映像の最初の画面に移動します。
•	最後へ	: 検索メニューで （移動）“最後へ”を選択すると、
録画された映像の最後の画面に移動します。
•	日時指定検索	: 検索メニューで （移動）“日時指定検索”
を選択すると、日付と時間で録画映像を検索することがで
きます。

移動する日付/時刻を設定した後、“決定”を選択すると該
当録画映像に移動します。

7 カメラメニュー

•	拡大	: 検索メニューで （カメラメニュー）→“拡大”を選
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択すると ボタンを押す時と同様に映像を拡大
できます。“拡大”をもう一度選択すると拡大モードが解除
されます。
•	グループ編集	: 検索メニューで （カメラメニュー）→“
グループ編集”でグループ編集モードが開始します。詳し
い内容は“リアルタイム監視–画面グループ編集機能”部
分を参照してください。

カメラメニューは各カメラの画面でマウス右クリック
して呼び出すこともできます。

•	検索終了	: 検索モードから抜けてリアルタイム監視モード
に戻ります。

8 検索

•	イベントログ検索	: 検索メニューで （検索）→“イベン
トログ検索”を選択すると、イベントログを利用して録画
映像を検索できます。詳しい内容は以下の“イベントログ
検索”部分を参考してください。
•	録画テーブル検索	: 検索メニューで （検索）→“録画
テーブル検索”を選択すると、録画テーブルを利用して録
画映像を検索できます。詳しい内容は以下の“録画テー
ブル検索”部分を参考してください。

9 緊急録画
検索メニューで （緊急録画）を選択すると緊急録画機能
を使用/解除します。

0 アラーム
検索メニューでアラームが作動している間 （アラーム）を
選択すると、内部ブザーを含むDVRの出力をリセットしま
す。

! 保存

•	ツータッチクリップコピー	 : 検索メニューで （バック
アップ）→“ツータッチクリップコピー”を選択すると、ある
二つのポイントを指定し、ポイント間のデータをコピーする
ことができます。詳しい内容は以下の“バックアップ”部分
を参照してください。
•	バックアップ	: 検索メニューで （保存）→“バックアップ”
を選択するとすぐ“クリップコピー”設定画面が表示さ
れ、“開始”と“終了”時刻をデータの最初と最後に決める
などお好みで調節できます。詳しい内容は以下の“バック
アップ”部分を参照してください。

@ 状態
検索メニューで （状態）を選択するとシステムイベント
及び保存スペースの状態が確認できます。詳しい内容は

“リアルタイム監視 – 状態監視”部分を参照してください。

“状態”メニュー選択は“システム検査”の権限を
持ったユーザーでログインした場合、可能です。

# データベース
検索メニューで （データベース）を選択すると、“録画”

（メイン保存装置に録画されたデータ検索）または“外部”
（他のシステムで使ったディスクを接続時、録画されている
データ検索）を選択することができます。

イベントログ検索
検索メニューで“イベントログ検索”を選択すると、下のような
イベントログ検索画面が表示されます。検索されたイベント
ログリストで、右下の矢印によってリスト上で上下に移動で
きます。

イベントログ検索画面で特定イベントを選択すると、連動
録画が行われたチャンネルの選択日時に該当する映像が
画面に停止状態で表示されます。

登録されたユーザーでログインしていれば、イベントログ検
索画面を表示するために特別に必要なユーザー権限はあ
りません。もちろん、検索するためには“検索”権限を持った
ユーザーでログインしてください。
イベントログ検索画面で左下の“条件…”を選択すると、“イ
ベントログ検索条件”の設定画面が表示されます。
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“開始”で“始め”を選択すると、保存されたデータのうち最
初の時刻で設定され、“終了”で“終わり”を選択すると、保存
されてデータのうち最後の時刻で設定されます。“始め”や“
終わり”のチェック表示を外すと、検索する期間を直接変更
できます。 を選択すると選択したブックマークの時点を開
始または終了時間に設定できます。

“開始”または“終了”時間をユーザーが指定する場合に
は、“時間重複検査”を選択/解除できます。“時間重複検
査”が選択されていなければ、システムの使用途中でシステ
ム時間が変更され、ユーザーが指定した“開始”時間が二ヶ
所以上ある場合、そのどちらかを選択せよという画面が表
示され、やはりユーザーが指定した“終了”時間が二ヶ所以
上ある場合、そのどちらかを選択せよという画面が表示され
ます。そして、ユーザーが選択した“開始”と“終了”時間帯に
発生したイベントだけが検索され表示されます。そうでなく“
時間重複検査”が選択されれば、全ての“開始”、“終了”時
間帯に発生したイベントを検索します。

“アラーム入力”でアラーム入力イベントを検索するアラー
ム入力チャンネルを選択します。

“モーション”でモーション感知を検索するカメラチャンネル
を選択します。

“映像信号なし”で映像信号なしのイベントを検索するカメ
ラチャンネルを選択します。

“録画チャンネル”でイベントを検索する録画チャンネルを
選択します。ここで設定された録画チャンネルのうち、一つ
でも連動録画が発生したイベントのみ検索します。どのカメ
ラも選択しなければ、連動録画カメラが一つもないイベント
のみ検索します。

“緊急録画”、“録画を確認”、“アラームインを確認”、“ディ
スクフル警告”、“ディスクエラー”、“ディスク温度”、“ディスク
S.M.A.R.T.”、“ディスク構成変更”、“ファンエラー”などのシス
テムイベントを検索する際に含めるかどうかを設定できます。

録画テーブル検索
検索メニューより“録画テーブル検索”を選択すると下図の
ような録画テーブル検索画面を表示します。

<単純表示>

＜併合表示＞

＜チャンネル別表示＞

録画テーブル検索画面は現在画面に表示するチャンネル
の録画情報を表示します。検索画面の上段へ日付及び時
間情報が表示され、録画テーブルの白色の縦線は現在再
生位置を表示します。前面パネルの矢印ボタンを利用して
現在再生位置を区間単位で移動することが可能であり、マ
ウスを利用するとより簡単に再生位置を変更することがで
きます。
ユーザーがシステム時間を過去に戻して録画を行い、同時
間帯に1つ以上の映像がある場合、重複した時間帯は黄
色の分離線で分けられて録画テーブルに表示されます。

録画テーブルの後段へ表示するほどより最新デー
タになります。

併合表示検索画面の左下の を選択すると現在の画面
へ表示するチャンネルの録画情報が表示されるチャンネル
別表示モードに変わり、 を選択すると検索及び再生道具
のみ表示される単純表示モードに変わります。単純表示検
索画面で を押すか、チャンネル別表示画面で を押すと
併合表示モードに変わります。
（拡大表示）を選択すると8時間（1920×1080解像度か

らは12時間）の録画情報が表示されて1分単位区間で構
成されます。（縮小表示）を選択すると24時間の録画情
報が表示されて3分単位区間で構成されます。画面へ表
示する日付及び時間より以前あるいは以後の録画データ
が存在する場合、日付及び時間情報表示欄の両方へスク
ロールが表示されます。スクロールを前面パネルの矢印ボ
タンあるいはマウスでクリックしてからドラッグして当該録画
データの情報を確認することができます。

• 区間別録画映像が複数のモードで録画されていた
ら“緊急（赤色）→ プリイベント（黄色）→ イベント（紫
色）→ タイムラプス（青色）”録画の順に表示します。

• 低解像度のSDをズームすると、画像が表示され
ないことがあります。
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を選択するとカレンダー検索画面が表示されます。

録画された映像がある日付が白色に表示され、その日付だ
け選択できます。日付を選択すると選択された日付の最初
に当たる時間に該当する映像が画面に停止状態で表示
されます。イベントログ検索と同様に現在の画面に録画さ
れた映像がない場合には、16分割画面で録画された映像
のある画面を簡単に探すことができます。

を選択すると検索メニューが表示され、必要な機能を実
行することができます。

•	移動	 : 録画された映像の最初の画面また
は最後の画面に移動したり、日時で録画映
像を検索したりできます。

•	バックアップ	: バックアップが行えます。

•	印刷	: 現在の画面を印刷することができます。

•	拡大	: 再生画面を拡大することができます。

•	低速再生 :再生画面を遅くできます。
（×1/2、×1/3、×1/4、×1/6、×1/8）

検索画面の下段にある各再生ボタンの機能は次の通りで
す。

前の映像に移動 高速再生

再生/一時停止 高速逆再生

次の映像に移動

選択するとブックマーク画面が表示されます。詳しい内
容は“ブックマーク”部分を参照してください。
検索メニューの左上の を選択して録画テーブル検索メニ
ューを閉じます。

ブックマーク
検索メニューで“ブックマーク”を選択すると、“ブックマーク”
設定窓が表示されます。

“現在位置追加”を選択して現在再生時点をブックマーク
に追加します。ブックマーク設定メニューから特定のブック
マークを選択すると登録された再生時点に移動することが
できます。

 保存可能ブックマークの数は64個までです。

設定されたブックマーク項目の右側の  の表示を選択し
てそのブックマークを削除することができます。
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バックアップ
任意の二つの時点を設定してその間の録画データをバッ
クアップすることができます。検索メニューで“保存 – ツータ
ッチクリップコピー”を選択すると1番目の時点が設定されカ
メラ左下位置に アイコンが表示されます。
再び一度“保存 – ツータッチクリップコピー”を選択すると
2番目の時点が設定されバックアップ設定窓が表示されま
す。指定した二つの時点の範囲が“開始”と“終了”時刻に
自動に設定されます。
ワンタッチモードではいつも最新録画データを終了時刻に
設定し保存ドライブの空容量によって開始時刻が自動的
に計算されます。
検索メニューで “保存 – バックアップ”を選択すると“バック
アップ”設定窓が表示され“開始”と“終了”時刻を設定でき
ます。

を選択すると選択したブックマークの時点を開始または
終了時間に設定できます。

“チャンネル”でどのカメラの映像を保存するのかを選択し
てください。“パスワード”を登録すると、このファイルを再生
する時、パスワードの入力が必要になります。パスワード使
用するかどうかを選択しパスワードを設定してください。“メデ
ィア選択”で保存するメディアを選択してください。“ファイル
名”を選択して保存するファイル名を設定してください。最
高63字まで入力できます。

•	ファイル名を設定する場合、\、/、:、*、?、“、<、>、| 
などの文字は使用できません。

“DVR名使用”を選択すると、バックアップファイル名にサ
イト名を追加します。

バックアップファイル名にサイト名を追加する場
合、サイト名に使用された \、/、:、*、?、“、<、>、| な
どの文字は“_”に代わります。

“開始”を選択すると指定した保存範囲のバックアップす
るデータ容量を計算して表示します。ただし、ワンタッチバッ
クアップモードでは保存媒体の容量に合わせて保存範囲

が自動に設定されます。また選択した保存媒体に空き容量
が足りない場合には空き容量に合わせてバックアップする
ことができます。時間範囲と容量を確認してから“継続”を選
択するとバックアップが始まります。バックアップが開始され
ると、“キャンセル”を押してバックアップをキャンセルでき、“
閉じる”を押して画面を隠すことができます。“閉じる”を選択
してもバックアップは続けられ、作業が完了するとそれを確
認する画面が表示されます。

2GBを超える場合には保存範囲を調節してファイ
ルサイズを減らしてください。2GBを超える映像区
間をバックアップする場合、システムが2GB単位
に分けて保存します。

バックアップで作ったファイルをWindows®上で実行して、
保存された動画を再生することができます。再生方法に関
する詳しい内容は、JSS遠隔監視システムの取扱説明書
をご覧ください。

USB保存メディアの場合、外部でFAT32に初期
化されたものを使用してください。USBハードディス
クをFAT32に初期化して使用する方法は、“付録– 
USBハードディスクのインストール”部分に説明され
ています。

USBバックアップの途中でUSBケーブルを抜いた
り、USB装置の電源を切ったりしないでください。も
し、バックアップの途中でケーブルが抜けたり装置
の電源が切れたりした場合、DVRシステムが誤動
作や外付USB装置のファイルシステムが損傷し
て、再度アーカイブを試みる場合にアーカイブがで
きないというエラーメッセージが表示されることがあ
ります。このエラーメッセージを取り除くには、DVR
を終了させて再起動させなければなりません。も
し、USBハードディスクのファイルシステムが損傷し
たならば、DVRを再起動してもアーカイブを試みる
際にエラーメッセージが出続けるようになります。そ
のような場合はUSB-HDDをもう一度初期化する
か、市販の復旧プログラムを利用して外付ドライブ
のファイルシステムの損傷した部分を復旧してくだ
さい。
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システム要件
推奨仕様 最低仕様

OS
Microsoft® Windows® 11
Microsoft® Windows® 10（64bit）（Home､Professional）
Windows® Server2016 以上

CPU Intel® CoreTM i7-12700K 
3.6GHz以上

Intel® CoreTM i3-2100以上  

RAM 16GB以上 2GB以上

VGA

NVIDIA® GeForce® 
GTX1060、Quadro P2000
以上（1920×1080または
2560×1440 60Hz）

NVIDIA® GeForce® GT710 
（1280×1024、60Hz）または
Intel® HD Graphic530以上

HDD 6GB以上の空き容量SDD 4GB以上の空き容量

LAN Gigabit Ethernet以上 100Mbps Ethernet以上

インストール
ソフトウェアをインストールする前に、Microsoft® 
Windows®スタートメニューのコントロールパネルに
移動し、電源オプションでモニタ節電機能とハードデ
ィスク節電機能を使用しないに設定してください。

1	 ソフトウェアのインストールCDを準備します。

2	 CDのSetupのフォルダの下にあるsetup.exeファ
イルを実行します。

Microsoft® Windows® でユーザーアカウント制御
画面が表示されることがあります。この場合、許可ボ
タンをクリックした後、設定画面の指示に従ってプロ
グラムをインストールします。

3	 インストール画面が表示されたら、次ボタンを
クリックします。

4	 プログラムがインストールされる経路を指定し
た後、次ボタンをクリックします。

5	 設置承認画面が表示されたら、次ボタンをクリ
ックします。

NETFrameworkとVisualC++Runtime Libraries
が自動的にインストールされます。インストール時、時
間が少々掛かる場合があります。

ユーザーのPCにNETFramework及びVisual 
C++RuntimeLibrariesが既にインストールされてい
る場合、本インストールのプロセスは省略されます。

6	 設置完了画面が表示されたら、閉じるボタンを
クリックしてインストールを完了します。

プログラム起動
ＪＳＳ遠隔監視システムソフトウェアをインストールす
るとデスクトップにJSS遠隔監視システムのジャンプ
アイコンが生成されます。JSS遠隔監視システムのジ
ャンプアイコンをダブルクリックしてＪＳＳ遠隔監視シ
ステムプログラムを実行します。

ログイン
本プログラムは初期パスワードが設定されていませ

第5章－JSS遠隔監視システム
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ん。パスワードを設定せずプログラムを使用するのは
セキュリティ上好ましくないため、なるべくパスワー
ドを指定して使用してください。

プログラム実行時、次のようにログインしなければな
りません。
プログラムを実行した後、ログイン情報を入力します。

	• IDを保存します : この項目を選択するとログインする際、
入力したIDを保存します。

	• 最後監視セッション復元 : 現在の監視パネルに以前の
監視セッションを復元することができます。

	•使用者IDの初期値はadminであり、初期パス
ワードはありません。
	•ユーザーメニューでユーザーのIDやパスワー
ドを変更することができます。

デバイスの登録
JＳＳ遠隔監視システムで提供する機能を使用するため
には、まずＪＳＳ遠隔監視システムにデバイスを登録し
た後、該当するデバイスをデバイスグループに追加し
なければなりません。

1	 システムメニュー > JSS遠隔監視システム設定 > 
デバイスを選択します。

2	 サイトパネルですべてのデバイスをクリックし
た後、右のサイトリストのパネルの下段にある

E

ボタンをクリックします。デバイス検索画面
が表示されます。

3	 検索モードを選択した後、検索開始ボタンをクリ
ックすると、検索結果をリストで表示します。

4	 デバイス検索画面の下段のデバイス登録ボタン
をクリックします。

5	 ユーザー認証ウィンドウが表示されたら、遠隔接
続のために各デバイスで設定したID・パスワード
を入力した後、確認ボタンを押してください。

6	 サイトパネルでデバイスグループをクリックし
た後、サイトパネルの下段にある

E

ボタンをク
リックします。デバイスグループの追加画面が
表示されます。
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	• 名前 : デバイスグループの名前を入力します。
	• 場所 : 該当するデバイスグループが所属する上位デ
バイスグループを選択します。

左側のデバイスリストからグループに追加するデバイ
スを選択すると、右側にある選択されたデバイスリス
ト欄に追加されます。確認ボタンを押すと、デバイス
グループに登録されます。

7	 デバイスがデバイスグループに正しく追加され
ているか確認します。サイトパネルでデバイス
グループをクリックした後、デバイスグループ
の左側の矢印ボタンをクリックします。登録さ
れたデバイスグループをクリックすると、該当
するデバイスグループに追加されたデバイスリ
ストが右側に表示されます。

登録されたデバイスグループを選択した後、サイ
トパネルの下段にある 

E

 ボタンをクリックする
とデバイスグループ修正画面が表示され、該当す
るデバイスグループを修正することができます。

リアルタイム監視

1	 サイトリストでデバイスグループにデバイスが
追加されているか確認してください。

2	 パネルタブで監視タブをクリックします。サイ
トリストで接続するサイトを選択した後、監視
画面の上にマウスでドラッグ&ドロップします。
選択したサイトのリアルタイム映像が画面に表
示されます。

録画された映像の再生

1	 サイトリストでデバイスグループにデバイスが
追加されているか確認してください。

2	 パネルタブで再生タブをクリックします。サイ
トリストで接続するサイトを選択した後、再生
画面の上にマウスでドラッグ&ドロップします。
選択したサイトの録画映像が画面に表示されま
す。
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本サービスは多量のデータを使用するため、無線
LAN（WiFi）を使用することをお勧めします。携帯会社
のインターネットで接続する場合、課金されることがあり
ます。

Androidのモバイルデバイス

1 モバイル機器よりAndroidPlayストア（Google 
Play）  アプリケーションを実行してください。

2 Playストア（GooglePlay）アプリケーションの
検索欄にJSS遠隔監視-モバイル2と入力してくだ
さい。

3 JSS遠隔監視-モバイル2をインストールしてプ
ログラムを実行してください。

4 画面右下の  デバイス追加ボタンを押します。
ローカルを検索、QRコード、アドレス、UCN
のいずれかを選択し、デバイス情報を入力して
ください。

•ローカルを検索を選択して、デバイスを追加
する場合は、本アプリ設定のローカルネット
ワーク設定を有効にしてください。
• QRコードを選択して、デバイス追加する場

合は、本アプリのカメラ設定を有効にしてく
ださい。
• UCN以外でデバイスを追加する場合、アプリ

を起動している端末は、WiFi接続し追加した
いデバイスと同一ネットワーク接続している
ことを確認してください。

iOSのモバイルデバイス

1 モバイル機器よりAppストア  アプリケーショ
ンを実行してください。

2 Appストアアプリケーションの検索欄にJSS遠隔
監視-モバイル2と入力してください。

3 JSS遠隔監視-モバイル2をインストールしてプ
ログラムを実行してください。

4 画面右下の  デバイス追加ボタンを押します。
ローカルを検索、QRコード、アドレス、UCN
のいずれかを選択し、デバイス情報を入力して
ください。

•ローカルを検索を選択して、デバイスを追加
する場合は、本アプリ設定のローカルネット
ワーク設定を有効にしてください。
• QRコードを選択して、デバイス追加する場

合は、本アプリのカメラ設定を有効にしてく
ださい。
• UCN以外でデバイスを追加する場合、アプリ

を起動している端末は、WiFi接続し追加した
いデバイスと同一ネットワーク接続している
ことを確認してください。

第6章－JSS遠隔監視-モバイル2
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USBハードディスクのインストール
USBハードディスクをDVRに接続するためには、事前に
Windows® PCを用いて初期化する必要があります。本章
ではこの初期化の方法について説明します。

USBハードディスクの初期化は、Windows®のバ
ージョンにより多少異なる場合があります。

1	 USBケーブルを使用してUSBハードディスクをPCに
接続します。

2	 PCを起動させます。

3	 USB装置のアイコンがタスクバーに表示されます。

4	 もしUSBハードディスクのパーティションが既に作成さ
れ、データが保存されている場合、他のハードディスク
と同様にマイコンピュータで内容を確認できます。｢登
録情報｣→｢一般｣→｢ファイルシステム｣の順にアイコ
ンにカーソルを当てて、マウスの右ボタンをクリックして
確認します。もし、ファイルシステムがFAT32フォーマッ
トでない場合、USBハードディスクをFAT32フォーマッ
トにフォーマットし直します。

5	 USBハードディスクのパーティションを作成するには｢
管理者ツール｣→｢コントロールパネル｣→｢コンピュー
タ管理｣を実行します。｢保存装置｣の｢ディスク管理
者｣を開けて、USBハードディスクの未割当領域にマウ
スカーソルを当て、マウスの右ボタンをクリックしてパー
ティションを作ります。

6	 ｢パーティション作成ウィザード｣で｢Next｣をクリックす
ると、｢メインパーティション｣画面の説明に従ってパー
ティションを作ります。ファイルシステムをFAT32に選
択したかどうか確認します。

パーティションのサイズはマイクロソフトの制限が
あるため、32GBより小さく設定してください。

7	 フォーマットを完了すると、USBハードディスクがマイコ
ンピュータ内に追加されます。

8	 DVRにUSBハードディスクを接続します。

第7章－付録
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システムログの種類

システム開始 緊急録画開始

システム終了 緊急録画終了 

システム再開始 全てのデータ削除

アップグレード ディスク削除

アップグレードエラー ディスク初期化

電源エラー ディスクフル

時間変更 ディスク構成変更

標準時間帯変更 ディスク ‘番号’ : ‘シリアルナンバ’

タイムサーバー成功 ディスク ‘番号’ : 除去された

タイムサーバー失敗 自動削除

ディスクエラー 検索開始

ログイン 検索終了

ログアウト バックアップ開始

設定開始 バックアップ終了

設定終了 バックアップキャンセル

遠隔設定変更 バックアップ失敗

遠隔設定エラー バックアップユーザー

設定読込 バックアップスタート

設定読込失敗 バックアップ終了

設定保存 バックアップ映像再生時間

設定保存失敗 バックアップカメラ

設定保存取消 コールバック失敗

スケジュール作動

スケジュール終了
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エラーコードの種類

アップグレードエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明のエラー 301 遠隔ネットワークエラー

1 ファイルバージョンに合いません 302 遠隔アップグレードの権限がありません

2 OSバージョンに合いません 303 遠隔アップグレードファイルの保存失敗

3 SWバージョンい合いません 304 ユーザーが遠隔アップグレードをキャンセル

4 カーネルバージョンに合いません 400 USB保存装置でマウント失敗

100 保存装置マウント失敗 401 USB保存装置でファイル読取り失敗

101 ファイルが見つかりません 402 USB保存装置でファイルコピー失敗

102 ファイル圧縮解凍失敗 403 USB保存装置でファイルコピー失敗

103 リロ（LILO）実行失敗 404 USB保存装置が接続していない

104 リブート失敗 405 USB保存装置使用中

300 遠隔接続失敗 500 バックアップ中であるためアップグレード失敗

バックアップエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 11 保存失敗

1 デバイスエラー 12 ディスクエラー発生

2 デバイス接続失敗 13 JSS-playerの実行ファイルなし

3 CDメディアなし 14 JSS-playerの実行ファイルオープン失敗

4 間違ったメディア 15 JSS-playerの実行ファイル保存失敗

5 同じ名前のファイルがある 16 イメージ作成失敗

6 残容量不足 19 デバイス接続失敗

7 臨時ファイル作成失敗 20 デバイス使用中

8 ディスクオープン失敗 21 サポートされないファイルシステム

9 ディスクフォーマット失敗 22 データ検証失敗

10 データベースが変更される
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故障の際の確認事項

不具合 確認事項

本体の電源が入りません。
	• 電源コードの接続を確認してください。
	• コンセントの電源を確認してください。

リアルタイム映像が映りません。

	• カメラビデオケーブルとの接続を確認してください。
	• モニタビデオケーブルとの接続を確認してください。
	• カメラの電源を確認してください。
	• カメラレンズの取り付け状態を確認してください。
	• メインモニタの現在の解像度を確認します。

DVRが録画中に止まりました。

	• ハードディスクがフルになっている可能性があります。録画された映像を削除し
て録画エリアを確保してください。

	• DVRを上書きモードに設定してください。詳しい内容は第3章 ー 設定 ー システ
ム設定 ー 一般を参照ください。

 アイコンが画面に表示されていま
すが録画がされません。

プリイベント設定になっているとイベントが発生しないため録画されていない場合
は、黄色い  と  が表示されます。イベントが発生して録画される場合は、赤い

 と  が表示されます。

システムアップグレードの途中に
DVRが再起動を繰り返し、作業を完
了しません。

アップグレードするファイルのバージョンを確認します。現在システムにインストール
されているバージョンより下位バージョンにアップグレードする場合、デバイスにあ
るファクトリーリセットスイッチを押して工場初期化を先に行います。工場初期化を
行う場合、ユーザーが保存した全てのDVR設定値は消えてしまいます。
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製品の仕様
本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。



アフターサービスについて
この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じ
た場合には、保証書記載内容により、お買い上げの
販売店（または工事店）が修理いたします。その他の
詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維持
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いた
します。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（アナログＨＤ対応4chデジタルレ
コーダ【PF-RA504】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事
店）にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合はお買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 ジャパン・セキュリティシステム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告なく変更される場合
があります。

ご購入元メモ欄


